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提携先 ㈱新生わたらい茶 記入日 2008/8/22 

登録消費材名 新茶・一番茶上煎茶・一番茶煎茶・二番茶煎茶・番茶・玄米茶・粉末茶

入玄米茶・ほうじ茶・粉末茶入かりがね茶・一番茶刈下ほうじ茶・水出

し用番茶・水出し煎茶 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・ 有機ＪＡＳ認定及び三重の安心食材の認定の継続。 

・ 省力化と生産性向上へ乗用茶刈機向け圃場の整備を拡大。 

・ 茶木の老樹化に伴い早生品種を含めた改植。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・ 定期的な社員、生産者への環境及び品質強化への勉強会の実施。 また、今後も継続し

勉強会を開催していく。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・ 安定生産と品質向上の為の圃場整備と改植の継続。 

・ ISO、HACCP へ向けた土台作り 
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提携先 ㈱新生わたらい茶 記入日 2008/8/22 

登録消費材名 有機抹茶 早春の香 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・ 品質システムの構築 

・ 有機栽培茶の生産強化 

・ 細部にわたるトレーサビリティシステムの構築 

・ 有機栽培茶の生産段階での品質アップ 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・ ISO9001 の審査登録の継続 

・ ISO22000 に向けての取組み 

・ 2007 年、有機 JAS 認証に加え、NOP（米国統一基準）の認証を取得 

・ 2008 年、AIB ﾌｰﾄﾞｾｰﾌﾃｨの監査で、最高評価（Superior）を受けた 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・ ISO22000 食品安全ｼｽﾃﾑの構築（HACCP の土台づくり） 

・ ISO9001 品質ｼｽﾃﾑのﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ 

・ 環境保全への取組み 

 




